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要　　旨
本研究は，フィットネス産業が未だ十分に捕まえることのできていない顧客層である退職後のシニ
ア男性を対象に，（1）クラブ入会に至るまでの経緯，（2）クラブで得られると認識されているベネ
フィットについて，質的データの収集と分析を通して解明することを目的とした．その結果，（1）
入会の経緯においては，退職が社会的環境要因として重要であり，かつ身体的不調の解消の期待が
主たる要因となることが確認された．加えて運動実施経験やクラブとの接点も，入会に至る経緯の
中で重要な要因として考察された．（2）ベネフィットについては，「身体的」，「心理的」，「社会的」，

「高次的複合的」な 4 つの効果が認識されており，各効果の下位次元においてシニア男性特有の要因
が存在した．シニア男性にとってのクラブでの活動は，「（退職前にはあった）仕事に代わって課題
を与えてくれる」ことにより，退職後の新たな「生きがい」を生む役割を担っていることが考えら
れる．
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Ⅰ　は じ め に

日本におけるフィットネス産業の市場規模は，約
4,800 億円と推計されている 1）．フィットネス産業
は，政府の掲げるスポーツ振興・実施率の向上にとっ
て，実施の場所や適切な運動指導を行うために，極め
て重要な産業である．その一方で，加入率は 3％代
を推移し伸び悩んでおり，国民の健康維持・増進の
観点よりその加入率の向上が望まれる．とりわけ，
高齢化が進む我が国において，高齢者層の運動実施
率の向上は，医療費削減などの社会的課題とも直接

的に結びつく重要な課題となっている．
退職後のシニア男性は，時間的，金銭的にも余裕が

あり，余暇産業にとっては主要なターゲット・マー
ケットである．また健康・体力維持に対する意識の
高さから，健康産業にとっても主要ターゲットであ
る．彼らは同世代の女性よりも若いころからのス
ポーツ経験が豊富であり，60 歳を超えてもアクティ
ブである．まさにフィットネス産業にとっては最も
獲得すべき顧客層であると言えるであろう．しかし
ながら，同世代の女性がフィットネス産業の売り上
げに影響を与える顧客層であるのに比べて，このシ
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ニア男性はフィットネス産業にとっては未だ十分に
捕まえきることができていない顧客層である．その
ため，これまでアプローチが不十分であったシニア
男性に焦点を当て，彼らのフィットネスクラブでの
活動に関する意識や行動を把握することは，フィッ
トネス市場をより拡大し，国民の運動・スポーツ実
施率を向上させる契機となることが期待される．
「消費者」は，多様な人々の集合体であり，マー

ケット・セグメントに分類し理解することがマーケ
ティング活動において有用である．このような，特
定のターゲットに焦点を当てるマーケティングは，
的確なマーケティングの実施可能性が高くなるため
スポーツ組織にとっても重要となる 2, 3）．シニア男
性のフィットネスクラブ入会に影響を与えた要因や
入会後に獲得したベネフィットを探ることは，新た
な顧客層の獲得戦略の検討において有益であると考
えられる．

Ⅱ　研 究 目 的

フィットネスクラブへの入会に至るまでの意思決
定においては，健康維持や社交の促進などの単一の
欲求だけでなく，社会的な環境要因および個人の感
情や認識の変化などの多様な要因が複雑に影響を与
える 4）．加えて，その後に獲得されるベネフィット
もまた多様である．スポーツにおけるベネフィット
は，個人により異なり多様であり，明示された動機
やベネフィットに加え，本人の語らない潜在的な要
因を丁寧に探ることが必要であると考えられる．

本稿が対象とするフィットネスクラブ会員である
シニア男性に関する情報は実践現場での知識にとど
まり学術的証左が少ない．運動・スポーツについて
の心理的な側面や，社会的・環境的な側面は，文化に
より影響を受けると考えられるが，我が国のフィッ
トネスクラブにおけるシニア男性のみに着目とした
研究は未だ限定的である．これらに鑑みると対象者
の具体的な語りから探索的に研究を行う質的データ
とその分析によるアプローチ 5）の活用が適切である
と考えられる．

そこで本稿では，社会的な要請を背景として実践
的な知見とその還元の重要性に留意し，フィットネ
スクラブに入会している 60 歳以上の退職後の男性
を対象に，彼らの入会のきっかけや経緯，そして
フィットネスクラブで得られると認識されているベ
ネフィットを，質的データの収集と分析によって解
明することを目的とした．

Ⅲ　研 究 方 法

1．調査方法・対象
（1）調査方法
本稿で扱う質的データの収集にはインタビューを

用いた．本稿の目的に必要な情報は，これまでの経
緯や経験を想起することによって得られる内容であ
り，複数人での相互作用，すなわち他者の発話によっ
て回答が豊かになることが期待されるグループ・イ
ンタビューの手法で収集した．また，インタビュー
形式としては，半構造化（semi-structured）インタ
ビューを採用した．半構造化インタビューは，標準
化されたインタビューや質問票を用いた時よりも，
比較的オープンに組み立てられた回答の自由度が高
いインタビュー状況を作り出すとされており，イン
タビュー状況の中で，インタビュー対象者のものの
見方がより明らかになるとの期待がされているた
め，本稿の目的に適切な手法であると判断した．
（2）調査および分析の対象
調査の対象者は，インタビュー時にフィットネス

クラブに入会している退職後の 60 歳以上の 10 名の
男性を対象に，フィットネスクラブ事業に精通する
専門家がインタビュワーとなり，2 組に分けて調査
を実施した（2018 年 1 月 25 日，2018 年 1 月 26 日）．
また，本稿の目的に沿い，1）入会の経緯についての
分析対象者は退職後に初めて入会をした者 4 名とし
た．2）フィットネスクラブでの活動により得られ
ていると認識されているベネフィットについては，
入会の時期にかかわらず 10 名全てを対象とした．
なお，インタビュー対象者の選出については、本調
査研究の趣旨をよく理解した総合形態のスポーツク
ラブ事業者数社に依頼し抽出した．事業者が自社の
フィットネスクラブにおいて調査条件を満たす会員
に対して調査依頼を配布し，調査に同意した者をイ
ンタビュー対象者として研究者の実施する調査へ参
加させた．入会の時期とその人数については，以下
の表 1 に示す通りである．

表 1．調査実施者数と分析対象

分析対象

インタビュー
実施 入会経緯 ベネフィット

退職後に初めて
入会し継続中 5 名 ○ 

（分析対象4名） ○

退職後に再度入
会し継続中 3 名 - ○

退職前に入会し
継続中 2 名 - ○
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2．調査内容
（1）入会経緯
対象者に「入会までにどのようなことをされてい

て，どのようなきっかけで通うことになったのかを
自由にお答えください」と問いかけ，自由に発話を求
めた．その上で，対象者の発言に対し，インタビュ
ワーが適宜発話を深める質問を行った．加えて，調
査対象者同士の会話（質疑応答）なども許可し，全
ての発言を収集した．
（2）得られるベネフィットへの認識
対象者に「私にとってのフィットネスクラブの良

さや，効果やメリット，こんな恩恵をもらっている
などについて自由にお答えください」という問いか
けを伝え，自由な発言を求めた．1）入会経緯と同
様，対象者の発言に対しインタビュワーが適宜発話
を深める質問を行うとともに，調査対象者同士の会
話（質疑応答）など全ての発言をデータとして収集
した．

3．分析方法
調査対象者への許可を得た上で，インタビューの

録音と，インタビューメモの作成を行った．その後，
録音されたデータを全て文字に起こしテキストデー
タとし，数文からなる 1 つの発話ごとに，発話順，
発言者，設問カテゴリと発話を対応させたデータと
なるよう処理し，分析の基礎データとした．その後，
コーディングによるコード化や抽象化を行った．そ
の際，文章化した実際の発話と分析後の文言に乖離
がないかを，分析を担当した著者以外が確認を行う
ことで6），内的妥当性の意を含む信用性（credibility）
の担保に努めた．なお，本稿においては、スポーツマ
ネジメントを専門とする専門家 1 名と、スポーツマ
ネジメントを学ぶ博士課程 1 名が確認作業に携わっ
た。
（1）入会経緯
退職後に初めてフィットネスクラブに入会をした

5 名のうち，入会のきっかけと経緯に関して十分な
発言が得られた 4 名を対象にその内容の分析を行っ
た．インタビュワーの質問を含め，数文からなる発
話が計 122 件収集された．

本稿では，あくまで理論化を求めないものの，一
定度の明晰な手続きに則り実践現場への還元を行う
ことが目的の達成に必要であると考えられる．加え
て，経緯やきっかけといった相互に関連する時系列
での要因を検討する必要性も存在する．そのため，
分析には，質的分析の手法の 1 つである SCAT 分析

（Steps for Coding and Theorization）の手法の一部
を用いることとした．質的研究のデータ分析におけ
る定式的な手続きの開発が試みられている中で，多

く用いられている手法はグラウンデッド・セオリー・
アプローチである．優れた手法である一方で，イン
タビューで収集したテクストに対して，コードを案
出する難しさが存在する．その難しさの克服を試み
て開発された手法が SCAT 分析である 7）．SCAT 分
析の概要について開発者でもある大谷 7, 8）をもとに
すると，概要は次のように示すことができる．

まず，SCAT 分析とは 4 ステップのコーディン
グを行うことにその特徴があり，そのテーマおよび
構成概念を紡いでストーリーライン（時系列）を記
述することで理論を記述する手続きを持つ手法であ
る．4 ステップとは，マトリクスの中にセグメント
化したデータを記述し，そのそれぞれに，

１）データの中の着目すべき語句
２）それを言いかえるためのデータ外の語句
３）それを説明するための語句
４）そこから浮き上がるテーマ・構成概念

の順にコードを考えて付していくステップである．
なお，本稿の目的の達成には実践的な知見とそ

のフィードバックが重要であると判断したため，
SCAT 分析で行われる分析結果からの理論化には着
手せず，分析による具体性を持たせた事例の提示を
試みた．そのため，SCAT 分析のコーディング手法
の１）から３）のステップまでを適用し，収集され
たテクスト（データ）からコードを抽出した．なお，
実践的なわかりやすさを担保するため，「２）それ
を言いかえるためのデータ外の語句」のステップに
おいては，抽象度や概念化の程度は，実務者にとっ
てイメージができる程度を目安とし，発話での具体
的な事象も取り入れた．これら手続きを行ったうえ
で，コードを時系列につなぐストーリーラインとし
て図を作成した．このような手法は，SCAT 分析が
文字データからコードを抽出する手法としてのみで
も用いることができる点などから 9）本研究の手法と
して妥当と判断した。
（2）得られるベネフィットへの認識
退職後に初めて入会し継続中，退職後に再度入会

し継続中，退職前に入会し継続中の者による発言を
分析した．インタビューで収集した発話をもとに作
成したテキストデータより，ベネフィットへの認識
については，インタビュワーの質問を含め数文から
なる発話が 122 件収集された．まず，質的データ分
析としてコーディングとカテゴリ化を行うことで，
小分類から大分類までの 3 段階に分けてベネフィッ
トを構成する要素の導出を試みた．質的分析におい
て，コーディングとカテゴリ化は，文字データに対
して小見出しをつけ，文字データに含まれる情報を
失わずに圧縮する作業であるとされている10）．コー
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ディングには探索的に自由にコードを付ける生成的
（generative）コーディングと，選定・標準化され
たコード群から選んでコードを付けるテンプレート

（template）コーディングがある．本研究では，前述
のとおり処理したテキストデータについて，まずベ
ネフィットを示すとする発言全てについて，前後の
文脈を含めて生成的コード化を行った．本稿ではこ
れを小分類として示している．その上で，各コード
の関連性を検討し，コードの上位概念であるカテゴ
リを作成した．カテゴリ化により抽象度を上げ，中
分類と大分類とし，ベネフィットへの認識について
の要素を質的に分析した．
（3）倫理的配慮
本稿が扱うデータは，一般社団法人フィットネス

産業協会における調査研究委員会からの委託を受け
実施した調査によって収集されたものである．調査
方法および調査対象は，委員会での審査の上で了承
されている．なお，調査結果の公開において個人名
やクラブ名が特定されないことおよび，いつでも調
査を中断でき，回答したくない項目については回答
を拒否できること，それにより被る不利益はない旨
を，調査対象者に丁寧に説明し，了承を得た上で調

査を実施した．

Ⅳ　結果と考察

1．入会への経緯
入会という意思決定へなぜ至ったかを検討するに

は，単一の欲求のみならず，環境的な要因や認識や
感情などの様々な要因を探り，その関係性を検討す
る必要がある．インタビューより収集した質的デー
タ（「フィットネスクラブ入会に至るきっかけと経
緯」）について，コード化と時系列化を行った結果を
図 1 に示す．コード化とストーリーライン化を行っ
た上で，入会を促した欲求を対象者ごと（A 氏～ D
氏）に示している．

まず，入会を促した欲求として「身体的不調の解
消」を挙げたのは，A 氏と B 氏であった．A 氏は，
もともとの身体的不調に加え，不調解消のために自
身で行っていた運動への飽きや嫌悪感，効果が限定
的であるという認識を持っていた．このような状況
下において，医療機関で身体的不調について追加的
な指摘をうけることによって，「生きたい」という感
情が起こった結果，入会するという意思決定を行う
に至っていた．B 氏においても，もともと身体的不

図 1．入会に至る経緯についての分析結果
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調を認識してはいたものの，それを解消したいとい
う気持ちに至るまでには，退職や，追加的な身体的
不調を自覚するといった追加的な要因と時間を要し
ていたことが示されている．

他方，C 氏は「退職を機として，生活リズムをコ
ントロールして欲しい」という欲求があり入会して
いた．C 氏も，加齢による体力や筋力低下について
自覚を持ち，A 氏と同様に自身で行う運動に対する
効果が限定的であることを認識していた．このよう
な状況下において，生活リズムを仕事抜きでコント
ロールすることの難しさを自覚し，身体的不調の解
消に加え，リズムをコントロールしてくれることを
期待して，フィットネスクラブへの入会を選択した
ことがわかった．

D 氏の欲求は「退職後に増加した体重を減少させ
たい」というものであった．退職後の不摂生によっ
て増加した体重を落としたいという気持ちをもって
いたところに，既に入会していた配偶者からの入会
への勧めが引き金となり入会していた．ただし，入
会に際しては費用や継続の可能性について懸念点を
持ち，入会することをとまどっていたが，「配偶者が
同行する」ことや，継続する決心ができたことで，

その時にあった阻害要因を乗り越えていたことがわ
かった．

分析より，シニア男性がフィットネスクラブに入
会するにあたっては，「退職」が重要な社会的環境
要因であること，さらに身体的不調を解消してくれ
るであろうというフィットネスクラブの持つ身体的
効果への期待が関連していることが確認された．ま
た，「自身で運動をしてみた（いた）」や，「一度体験
してみた」，「配偶者が通っていた」などの，運動実
施経験や，クラブとの接点も入会に至る経緯の中で
重要な要因であることが推察された．また，シニア
男性の入会は，「何かを伸ばしたい」というポジティ
ブな要因よりも，「良くない状況の解決策」としての
入会を検討し行動する傾向があることもわかった．

2．認識されているベネフィット
次に，クラブから得られているベネフィットにつ

いては，コーディングによるコード化およびカテゴ
リ化を通して抽象化を行い，小分類・中分類・大分
類の 3 つの次元に分類し要因の整理と導出を行っ
た．その結果，「身体的効果」，「心理的効果」，「社会
的効果」，および「高次的複合的効果」の 4 つの大分
類が確認された（表 2）．大分類としては，これまで

表 2．フィットネスクラブから得られるベネフィットについての分析結果
大分類 中分類／小分類

身体的効果

体力・筋力の維持向上
生活や生きがいとなる活動のための体力や筋力の維持ができる
効果的な運動効果の獲得ができる

健康・体調の管理
身体の状態を良くすることができる
健康の維持ができる
身体の調子を確認し調整できる

運動実施の促進
運動実施をルーティン化してくれる
都合の良い時に・１人でも、体を動かすことができる

体力・身体能力低下への気づき
これまでの自分自身との比較による気づきがある
周囲の人（若い人・女性など）との比較による気づきがある
できない現状への気づきから、運動実施意欲を向上させてくれる

心理的効果

運動実施による充足感
運動効果の実感による充実感がある
運動実施による爽快感がある

余生への期待感
より長く生きられることへの期待感が持てるようになる

社会的効果

社交
交流の場を提供してくれる

コミュニティ形成
仲間づくりの場となってくれる

高次的・複合的効果

「課題」の発見
（仕事に代わって）課題を自分自身で見つけられる
義務感・ストレスのない課題が見つけられる

QOL の向上
趣味と実益を兼ねたものを提供してくれる

「第三の場所」となってくれる
生活に不可欠な存在（活動）となっている

生きがい
日々の充実感向上によって生きている実感を与えてくれる
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に挙げられてきたフィットネスクラブのもたらす効
果と同様であった．他方で，中分類・小分類におい
ては，シニア男性に特徴的な要因が多く見られた．
「身体的効果」においては，「体力・身体能力低下

への気づき」がシニア男性に特徴的な項目である．
具体的な発話として，「現状を知るとやっぱ，もう
ちょいできるようになってないとね，まずいなと．」
や，「自分が今まで自信があったところが，行って
みて，ここまでないのかというのが実感．これもで
きないのかとか．」などよりコード化・カテゴリ化
された．本点より，これまでできていたことが，で
きなくなっているということを気づくことができる
場として認識されていることが分かる．このような
身体的効果とも相互に関係し，「心理的効果」では，
運動実施による充足感に加え，高齢化に伴う「余生
への不安感」といったものを期待に替えられるとい
うベネフィットが挙げられている．これは，「半年間
やったら，何とかもうちょっと生きていられるなと
か～中略～」「いいですね，生きる実感が蘇ってくる
みたいな．」「そうですそうです．」などの発話より導
出され，特徴的なベネフィットとしてあげられる．

高次的・複合的効果では，例えば「仕事にしても
何にしても，課題を自分で見つけられることが一番
いいんですよね．～中略～ただ，今までずっと仕事
でやってきたのが，もう仕事はしんど過ぎて．～中
略～これぐらいが，ちょうどいいのかかもしれない
ですね。」などという発話にみられるように，クラ
ブでの活動が「（退職前に関わっていた）仕事に代
わって課題を与えてくれる」ことで，退職後の新た
な「生きがい」を生んでいることも語りの中から導
出された．

すなわち，60 歳以上男性にとってフィットネスク
ラブは，「できないことを気づかせてくれる場」であ
り， これまで仕事から得ていた「課題発見とその解
決」の代替行動の場となり得ることが考えられる．

加えて，実際にフィットネスクラブに入会してい
る消費者からは，一般的に良く理解されていると考
えられる「身体的なベネフィット」を超えたベネ
フィットを与えてくれていると認識されていること
が明らかとなった．

Ⅴ　結　　　論

１．結果のまとめと本稿の含意
本稿では，運動実施率向上に期待されるフィット

ネスクラブへの入会について，これまでうまく捕え
ることができていなかった退職後のシニア男性を対
象とし，１）入会に至るまでのきっかけや経緯，２）
フィットネスクラブで得られると認識されているベ

ネフィットについて明らかにすることを試みた．
１）入会の経緯を分析することによって，シニア

男性のフィットネスクラブ入会への経緯が，クラブ
が提供する身体的便益への信頼がベースにあり，退
職が重要な社会的環境要因であることが改めて明ら
かとなった．加えて，それまでの運動実施経験や，
クラブとの接点が入会に至る経緯の中で影響力を持
ちうる要因であることも考察された．これらは，今
後重要となる高齢者を消費者とする意思決定過程に
ついての理解を試みる今後の研究や，マーケティン
グ施策検討の際の，セグメンテーションの細分化・
ターゲティングに有用な基準となる可能性があると
考えられる．

２）フィットネスクラブが与えるベネフィットに
ついての結果は，高次元欲求以外は，先行研究と同
様の分類が可能であった．その一方で，各分類にお
いて，シニア男性特有の下位（中分類・小分類）が
多く見られた．ベネフィットについて，質的なデー
タをもとに分析した本稿の結果は，入会の動機を検
討する量的研究における因子や下位項目の検討にお
ける重要な知見の提供となったと考えられる．加え
て，フィットネスクラブのもつベネフィットを検討
していく際には，消費者をひとくくりにするので
は，彼ら彼女らの理解を深めるには不十分であり，
例えば全世代に共通する項目に加え，年代別のベネ
フィットや動機の項目を検討する必要性があること
が示された．これらは本項が持つ学術的意義に位置
づけられる．

シニア男性は仕事をやめた後に，フィットネスク
ラブでの活動を通して新たな課題を見つけたり，そ
の課題を乗り越えるために，考えたり，工夫したり
する機会を得ていると考えられる．つまり，これま
でフィットネスクラブを利用したことがない者にも
理解されているような身体的なベネフィットではな
く 10），このような心理的，社会的，高次的なベネ
フィットが，シニア男性会員にとっては重要である
ことが本稿の結果より示された．したがって，単に
与えられたプログラムを行うだけでなく，自身で考
えながら取り組むことができる課題解決型のプログ
ラムを提供するなどの対策はシニア男性に対して有
効なマーケティング施策となると考えられる．加え
て，このような心理的・社会的ベネフィットをシニ
ア男性が獲得できる場としてフィットネスクラブが
機能していることを潜在顧客（未利用者・退会者）
にも伝えるようなプロモーションの強化を行うこと
が必要である．このような誘因となるベネフィット
を消費者である高齢男性へ正しく伝えることに加
え，入会の阻害要因となり得る心理的コストについ
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ては，フィットネスクラブとの接点を増やすことや，
周囲の人々の勧めなどを活かして克服することが，
必要となることが考察された．以上が，高齢男性の
フィットネスクラブ利用の拡大を促す際に求められ
ると考えられ得る重要な視点であり，同時に本稿の
持つ実践的意義として位置づけられる．

２．本稿の限界と今後の研究課題
本稿では，入会に関わる要因を時系列化すること

で，複数の要因が組み合わさり意思決定に至ってい
る点や，その中でも重要な要因について言及するこ
とができた．その一方で，要因間の組み合わせによ
る効果や，時系列における要因の発生順序による影
響力の差異，トリガーとなる要因の確定にまでは検
討がおよばなかった．入会に至る経緯は，環境的・
心理的側面より，極めて複雑である．消費者の行動
を理解するには，今後，このような点を明らかにす
る研究を通して，知見の蓄積と消費者への理解を深
める必要があると考えられる．

さらに，学術的な知見の少ない退職後の高齢男性
のフィットネスクラブへの心理を探るにあたり，本
稿では質的なアプローチを用いた．あくまで，個別
事例をもとにした特徴的な要因や項目の導出に目的
をおいており，一般化を求めなかった．今後は一般
化や妥当性を高めるために仮説検証型の量的研究が
求められる．その際には，入会動機尺度の開発・検
証や，入会経緯モデルの開発・検証（入会意図含む）
が主たる課題となると考えられる．加えて，本調査
の対象者は退職後にフィットネスクラブに通うだけ
の経済的余裕をもった人々のみが対象となっている
点も否めない．一般化の際には，本点についても克
服しなければならない．

最後に，本稿では質的分析の手法である SCAT 分
析において，その手順の一部を援用し分析を行った．
概念化・抽象化の程度を下げることにより，実践現
場へのフィードバックや理解を促しやすい結果を示
すことができたと同時に，手順や留意点および分析
の方向性が明示されている既存の手法の一部を用い
ることにより，質的研究の陥りやすい恣意性や信頼
性の欠落を抑制し，分析を行うことが可能となるこ
とがわかった．当該研究の持つ学術的・実践的意図
により，その概念化の程度を操作することによって，
よりSCAT分析の汎用性を広げられることも示唆さ
れた．
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